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津波津波津波津波 地震動地震動地震動地震動地震動地震動地震動地震動

【【【【発生確率発生確率発生確率発生確率】】】】

ほぼほぼほぼほぼ0000％％％％

※※※※２２２２

【【【【発生確率発生確率発生確率発生確率】】】】

ほぼほぼほぼほぼ0000～～～～0.30.30.30.3％％％％

※※※※２２２２

【【【【発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度】】】】

極極極極めてめてめてめて低低低低いいいい

((((最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス))))

※※※※１１１１

【【【【発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度】】】】

極極極極めてめてめてめて低低低低いいいい

((((最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス))))

※※※※１１１１

【【【【発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度】】】】

最大最大最大最大クラスクラスクラスクラスよりよりよりより

高高高高いいいい頻度頻度頻度頻度

（（（（平均平均平均平均クラスクラスクラスクラス））））

９９９９．．．．００００

地震動地震動地震動地震動

３３３３万年万年万年万年

１１１１千年千年千年千年～～～～

１１１１千千千千６６６６百年百年百年百年

９０９０９０９０年年年年～～～～

１５０１５０１５０１５０年年年年

活動間隔活動間隔活動間隔活動間隔

９９９９世紀以後世紀以後世紀以後世紀以後

１６１６１６１６世紀以前世紀以前世紀以前世紀以前

１６１６１６１６世紀世紀世紀世紀

・・・・1944194419441944年昭和年昭和年昭和年昭和

東南海地震東南海地震東南海地震東南海地震

・・・・1946194619461946年昭和年昭和年昭和年昭和

南海地震南海地震南海地震南海地震

前回前回前回前回のののの

活動時期活動時期活動時期活動時期

７７７７．．．．１１１１程度程度程度程度

８８８８．．．．００００程度程度程度程度

もしくはそれもしくはそれもしくはそれもしくはそれ以上以上以上以上

９９９９．．．．１１１１

想定想定想定想定マグニマグニマグニマグニ

チュードチュードチュードチュード

津波津波津波津波

発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度

発生確率発生確率発生確率発生確率

長尾断層長尾断層長尾断層長尾断層中央構造線中央構造線中央構造線中央構造線南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフ ※※※※１１１１震源域震源域震源域震源域

直下型地震直下型地震直下型地震直下型地震海溝型地震海溝型地震海溝型地震海溝型地震タイプタイプタイプタイプ

※１ 最大クラスの津波及び地震動は、発生確率を念頭にしたものではない。

※２ 発生確率は、今後30年以内のもので、文部科学省地震調査研究推進本部の公表による。（H24.1.1現在の数値）

【地震・津波被害想定の対象とする地震（想定地震）】

想定地震・津波の震源・波源モデルの考え方

資料資料資料資料６６６６
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【海溝型地震における想定地震の決定方針】

１１１１．．．．津波津波津波津波    

（（（（１１１１））））    南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフ【【【【最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス】】】】    

⇒⇒⇒⇒    発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度はははは極極極極めてめてめてめて低低低低いもののいもののいもののいものの、、、、発生発生発生発生すればすればすればすれば、、、、香川県香川県香川県香川県においてにおいてにおいてにおいて甚大甚大甚大甚大なななな被害被害被害被害をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす    

最大最大最大最大クラスクラスクラスクラスのののの津波津波津波津波をををを引引引引きききき起起起起こすこすこすこす波源波源波源波源モデルモデルモデルモデルをををを設定設定設定設定    

○ 国の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」が本年３月３１日に公表したモデルから、今後公表され

る１０ｍメッシュでの津波高や人的・物的被害想定の内容等を踏まえ選定。 

（（（（２２２２））））    南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフ【【【【平均平均平均平均クラスクラスクラスクラス】】】】    

⇒⇒⇒⇒    発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度がががが高高高高くくくく、、、、津波高津波高津波高津波高はははは低低低低いもののいもののいもののいものの、、、、発生発生発生発生すればすればすればすれば、、、、香川県香川県香川県香川県においてにおいてにおいてにおいて大大大大きなきなきなきな被害被害被害被害をもたをもたをもたをもた

らすらすらすらす津波津波津波津波をををを引引引引きききき起起起起こすこすこすこす波源波源波源波源モデルモデルモデルモデルをををを設定設定設定設定    

○ 海岸堤防・護岸などの高さの基準となる設計津波の水位を設定 

○ 数十年～百数十年の頻度で発生している津波を対象に設計津波の水位を設定 

 

２２２２．．．．地震動地震動地震動地震動    

（（（（１１１１））））    南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフ【【【【最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス】】】】    

⇒⇒⇒⇒    発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度はははは極極極極めてめてめてめて低低低低いもののいもののいもののいものの、、、、発生発生発生発生すればすればすればすれば、、、、香川県香川県香川県香川県においてにおいてにおいてにおいて甚大甚大甚大甚大なななな被害被害被害被害をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす    

最大最大最大最大クラスクラスクラスクラスのののの地震地震地震地震をををを引引引引きききき起起起起こすこすこすこす震源震源震源震源モデルモデルモデルモデルをををを設定設定設定設定    

○ 国の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」が本年３月３１日に公表したモデルから、今後公表され

る人的・物的被害想定の内容等を踏まえ選定。 

※※※※））））    南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフ【【【【平均平均平均平均クラスクラスクラスクラス】】】】    

⇒⇒⇒⇒    発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度がががが高高高高くくくく、、、、地震動地震動地震動地震動はははは低低低低いもののいもののいもののいものの、、、、発生発生発生発生すればすればすればすれば、、、、香川県香川県香川県香川県においてにおいてにおいてにおいて大大大大きなきなきなきな被害被害被害被害をもたをもたをもたをもた

らすらすらすらす地震地震地震地震をををを引引引引きききき起起起起こすこすこすこす震源震源震源震源モデルモデルモデルモデルをををを設定設定設定設定？？？？    
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【【【【南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフ付近付近付近付近におけるにおけるにおけるにおける過去過去過去過去のののの地震発生状況地震発生状況地震発生状況地震発生状況】】】】

平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年１１１１月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在 

地地地地    震震震震    名名名名 想定地震規模想定地震規模想定地震規模想定地震規模 
(ﾏｸﾏｸﾏｸﾏｸﾞ゙゙゙ﾆﾁｭｰﾄﾆﾁｭｰﾄﾆﾁｭｰﾄﾆﾁｭｰﾄﾞ゙゙゙) 

地震発生確率地震発生確率地震発生確率地震発生確率 
（（（（３０３０３０３０年以内年以内年以内年以内）））） 

平均発生間隔平均発生間隔平均発生間隔平均発生間隔 
(年年年年) 

東海地震東海地震東海地震東海地震 ８８８８程度程度程度程度 ８８８８８８８８％（％（％（％（参考値参考値参考値参考値）））） １１８１１８１１８１１８．．．．８８８８ 
(参考値参考値参考値参考値) 

東南海地震東南海地震東南海地震東南海地震 ８８８８．．．．１１１１前後前後前後前後 ７０７０７０７０％％％％程度程度程度程度 １１１１１１１１１１１１．．．．６６６６ 

南海地震南海地震南海地震南海地震 ８８８８．．．．４４４４前後前後前後前後 ６０６０６０６０％％％％程度程度程度程度 １１４１１４１１４１１４．．．．００００ 

日向灘日向灘日向灘日向灘ののののプレープレープレープレー

トトトト地震地震地震地震 ７７７７．．．．６６６６前後前後前後前後 １０１０１０１０％％％％程度程度程度程度 約約約約２００２００２００２００年年年年 

                                            出典出典出典出典））））文部科学省文部科学省文部科学省文部科学省地震調査研究推進本部地震調査研究推進本部地震調査研究推進本部地震調査研究推進本部 
 

出典出典出典出典））））東北地方太平洋沖地震東北地方太平洋沖地震東北地方太平洋沖地震東北地方太平洋沖地震をををを教訓教訓教訓教訓としたとしたとしたとした

地震地震地震地震・・・・津波対策津波対策津波対策津波対策にににに関関関関するするするする専門調査会専門調査会専門調査会専門調査会（（（（第第第第２２２２回回回回））））

参考資料参考資料参考資料参考資料よりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋※日向灘地震を考慮することも検討

日向灘地震も連動？
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【【【【南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフのののの地震地震地震地震（（（（最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス））））のののの波源波源波源波源モデルモデルモデルモデル（（（（案案案案）））） のののの検討検討検討検討】】】】
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各市町の最大値

○市町別ケース別 最大津波高（満潮位・地殻変動考慮）(香川県抜粋)                       単位：ｍ 

市町名 ケース① ケース② ケース③ ケース④ ケース⑤ ケース⑥ ケース⑦ ケース⑧ ケース⑨ ケース⑩ ケース⑪ 最大クラス 

中防

（2003） 

高松市 3.4 3.8 4.3 4.5 4.5 3.4 3.8 3.8 4.0 4.3 4.2 4.5 3.5 

丸亀市 3.2 3.1 3.2 3.2 3.1 3.2 3.1 3.1 3.2 3.1 3.1 3.2 3.1 

坂出市 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.2 3.3 3.3 3.3 3.3 3.7 

観音寺市 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.0 

さぬき市 3.4 3.9 4.3 4.6 4.5 3.4 3.9 3.8 4.1 4.4 4.3 4.6 3.6 

東かがわ市 3.2 3.6 3.9 3.4 3.5 3.2 3.6 3.5 3.4 3.5 3.4 3.9 2.9 

三豊市 3.4 3.5 3.8 3.7 3.6 3.4 3.5 3.5 3.6 3.6 3.7 3.8 3.3 

土庄町 3.1 3.2 3.5 3.7 3.7 3.1 3.2 3.1 3.3 3.6 3.5 3.7 3.1 

小豆島町 3.1 3.2 3.7 4.0 4.0 3.0 3.2 3.2 3.5 3.7 3.6 4.0 3.4 

直島町 2.9 3.0 3.3 3.3 3.3 2.9 3.0 2.9 3.1 3.3 3.2 3.3 3.0 

宇多津町 3.1 3.0 3.0 3.1 3.1 3.1 3.0 3.1 3.1 3.0 3.0 3.1 2.9 

多度津町 3.3 3.4 3.6 3.6 3.5 3.3 3.4 3.4 3.5 3.5 3.5 3.6 3.2 

 
【津波断層モデルの検討ケースについて】 

（１）大すべり域が１箇所のパターン【５ケース】 

ケース①：「駿河湾～紀伊半島沖」に大すべり域を設定           ケース②：「紀伊半島沖」に大すべり域を設定 

ケース③：「紀伊半島沖～四国沖」に大すべり域を設定           ケース④：「四国沖」に大すべり域を設定 

ケース⑤：「四国沖～九州沖」に大すべり域を設定 

（２）大すべり域が１箇所で分岐断層も考えるパターン【２ケース】（すべり量は大すべり域と同じ） 

ケース⑥：「駿河湾～紀伊半島沖」に大すべり域＋分岐断層         ケース⑦：「紀伊半島沖」に大すべり域＋分岐断層              

（３）大すべり域が２箇所のパターン【４ケース】 

ケース⑧：「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南部沖～徳島県沖」に大すべり域を設定 ケース⑨：「愛知県沖～三重県沖」と「室戸岬沖」に大すべり域を設定 

ケース⑩：「三重県南部沖～徳島県沖」と「足摺岬沖」に大すべり域を設定       ケース⑪：「室戸岬沖」と「日向灘」に大すべり域を設定 
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【【【【南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフのののの地震地震地震地震（（（（最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス））））のののの震源震源震源震源モデルモデルモデルモデル（（（（案案案案））））のののの検討検討検討検討】】】】

7



8

○市町別の最大となる震度(香川県抜粋)

【強震断層モデルの検討ケースについて】

・基本ケース：中央防災会議による東海地震、東南海・南海地震の検討結果を参考に設定したもの

・陸側ケース：基本ケースの強震動生成域を、可能性がある範囲で最も陸域側（プレート境界面の深い側）の場所に設定したもの

・東側ケース：基本ケースの強震動生成域を、やや東側（トラフ軸から見て、トラフ軸に概ね平行に右側）の場所に設定したもの

・西側ケース：基本ケースの強震動生成域を、やや西側（トラフ軸から見て、トラフ軸に概ね平行に左側）の場所に設定したもの

・経験的手法：震源からの距離にしたがい地震の揺れの強さがどの程度減衰するかを示す経験的な式を用いて震度を簡便に推定する手法

市町名 基本ケース 陸側ケース 東側ケース 西側ケース 経験的手法 最大クラス 

（重ね合わせ） 

中央防災会議 

（2003） 

高松市 ６弱 ６強 ６強 ６強 ６強 ６強 ６弱 

丸亀市 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６強 ６強 ５強 

坂出市 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６強 ６強 ５強 

善通寺市 ５強 ６強 ６弱 ６弱 ６弱 ６強 ５強 

観音寺市 ６弱 ７ ６強 ６弱 ６強 ７ ５強 

さぬき市 ６弱 ６強 ６強 ６強 ６強 ６強 ６弱 

東かがわ市 ６強 ６強 ６強 ７ ６強 ７ ５強 

三豊市 ６弱 ７ ６弱 ６弱 ６強 ７ ５強 

土庄町 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６弱 ６強 ５強 

小豆島町 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６強 ６強 ５強 

三木町 ６弱 ６強 ６弱 ６強 ６強 ６強 ５強 

直島町 ６弱 ６弱 ６弱 ６弱 ６弱 ６弱 ５強 

宇多津町 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６強 ６強 ５強 

綾川町 ５強 ６弱 ６弱 ６弱 ６弱 ６弱 ５強 

琴平町 ５強 ６弱 ６弱 ５強 ６弱 ６弱 ５強 

多度津町 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６強 ６強 ５強 

まんのう町 ６弱 ６強 ６弱 ６強 ６弱 ６強 ６弱 

 

各市町の最大値
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【直下型地震における想定地震の決定方針】

１１１１．．．．中央構造線中央構造線中央構造線中央構造線

文部科学省地震調査研究推進本部が公表した「中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予

灘）の長期評価の一部改訂について」（平成23年2月18日公表）によると、過去の活動地域の

違いなどから、全体が6区間に分けられ、本県に最も近いのは「讃岐山脈南縁－石鎚山脈北

縁東部」である。

出典）文部科学省地震調査研究推進本部

（中央構造線の活断層位置）

（讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部の特性）

前回調査想定地震の断層位置

讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部区間

項目 地震調査研究推進本部 

地震のマグニチュード ８．０程度もしくはそれ以上 

ずれの量 ６ｍ－７ｍ程度（右横ずれ成分） 

断層の長さ 約１３０km 

断層の幅 ２０－３０km 

一般走向 N ７０°E 

傾斜（讃岐山脈南縁） 北傾斜３０°-４０° 

（深さ５km 以浅） 

断層のずれの向きと種類 右横ずれ断層 

（上下方向のずれを伴う） 
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【中央構造線 ケース１】 

 

破壊開始点

断層帯の位置

強震動生成域

（アスペリティ）

断層面

出典）文部科学省地震調査研究推進本部
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【中央構造線 ケース２】 

 
出典）文部科学省地震調査研究推進本部
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【中央構造線 ケース３】 

出典）文部科学省地震調査研究推進本部
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【中央構造線 ケース４】 

出典）文部科学省地震調査研究推進本部
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【直下型地震における想定地震の決定方針】

２２２２．．．．長尾断層長尾断層長尾断層長尾断層

文部科学省地震調査研究推進本部が公表した「長尾断層帯の長期評価」（平成17年1月12

日最終変更）によると、さぬき市から高松市香南町に達する断層である。

出典）文部科学省地震調査研究推進本部

（長尾断層の活断層位置）

項目 地震調査研究推進本部 

地震のマグニチュード ７．１程度 

ずれの量 １．２ｍ－１．７ｍ程度（上下成分） 

断層の長さ 約２４km 

断層の幅 ２５－３０km 

一般走向 N ８０°E 

傾斜（讃岐山脈南縁） 南傾斜３０°-４０° 

（地下５０－２００m 以浅） 

断層のずれの向きと種類 南側隆起の逆断層 

（右横ずれ成分を伴う） 

 

（長尾断層帯の特性）
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【長尾断層帯 ケース１】 

 

破壊開始点

断層帯の位置

強震動生成域

（アスペリティ）

断層面

出典）文部科学省地震調査研究推進本部
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【長尾断層帯 ケース２】 

 

出典）文部科学省地震調査研究推進本部
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【長尾断層帯 ケース３】 

 

出典）文部科学省地震調査研究推進本部


